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会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
同

窓
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
般
の
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り
被

災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も

早
く
復
興
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
母
校
創
立
百
十
周
年
を
記
念
し

て
、「
山
高
プ
ラ
チ
ナ
ゴ
ル
フ
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
第
一
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

昨
年
八
月
十
六
日
に
伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
お
い
て
、
百
八
十
名
近
い
会
員
が

集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
の

中
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
特
に
暑
い
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
元
気
に
山
高
魂
を
確

認
で
き
ま
し
た
。ま
た
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
の
収
益
金
は
同
窓
会
へ
の
協
力
金
と

し
て
、
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
は
、
気
侯
の
良
い
四
月
三
十
日
（
土
）

伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
貸
切
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
是
非
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
の
発
行
が
、
本
年
は
四
月
に
変
更

３
月
に
発
生
し
た
東
北
関
東
大
地
震

と
、
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
、
福
島
原
子
力

発
電
所
の
事
故
は
、
生
徒
た
ち
に
も
大
き

な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
繰
り
返
し
報
道

さ
れ
る
現
地
の
厳
し
い
状
況
に
胸
を
痛

め
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
今
自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
、
真
剣
に
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
始

め
て
い
ま
す
。
３
月
14
日
に
は
、
生
徒
会

は
校
内
募
金
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
月
３
月
に
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

で
開
催
し
て
い
る
文
化
部
発
表
会
で
は
、

思
い
は
生
徒
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き

ま
す
。

年
が
明
け
て
１
月
に
は
、
山
中
36
期
の

橋
爪
貞
雄
さ
ん
の
訃
報
を
伝
え
る
記
事
が

目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
橋
爪
さ
ん
に
は
、

愛
知
教
育
大
学
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

た
昭
和
53
年
に
発
行
し
た
母
校
の
創
立
30

周
年
記
念
誌
に
、「
宇
治
山
田
中
学
校
の

思
い
出
」
と
題
し
て
、
当
時
の
山
中
生
の

気
風
が
偲
ば
れ
る
よ
う
な
味
わ
い
深
い
特

別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
に
は
、
山
高
２
期
の
宮
本

徳
蔵
さ
ん
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。当
時
、

創
作
部
長
で
あ
っ
た
宮
本
さ
ん
が
校
歌
制

定
の
中
心
と
な
り
、「
戦
後
の
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
、
伊
勢
で
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
個
性
が
す
く
す
く
と
伸
び
て
い
く
よ
う

な
」
作
詞
を
、
当
代
一
の
詩
人
に
依
頼
す

る
と
の
気
概
を
持
っ
て
、
草
野
心
平
さ
ん

に
あ
た
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。ま
さ
に
、

新
制
高
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
歌
が
で
き
あ

が
り
、
そ
の
後
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
斬

新
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
相
ま
っ
て
、
多
く
の

同
窓
生
に
母
校
へ
の
愛
着
と
と
も
に
歌
い

継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
は
た
だ
、
３
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
ば
か
り
で
す
が
、
先
輩
方
の
残
さ
れ

た
功
績
と
と
も
に
、
１
０
０
年
以
上
に
わ

た
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
、
自
主

自
立
を
核
と
し
た
「
不
易
の
精
神
」
を
生

徒
た
ち
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
教
職
員
の
使
命
で
も
あ
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
も
母

校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

山
高
は
今

学校長
中谷 文弘

ご
あ
い
さ
つ

同窓会長
池田 六太郎
（山高19期）

震
災
の
被
害
を
受
け
た
現
地
へ
の
熱
い
思

い
を
込
め
て
、
吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
が
力

い
っ
ぱ
い
の
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
が
中
心

と
な
り
募
金
活
動
を
行
い
、
数
時
間
で
10

万
円
を
超
え
る
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

震
災
の
事
実
だ
け
が
記
憶
に
残
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
と
き
自
分
は
何
を
考
え
、
ど

う
行
動
し
た
の
か
が
、
後
年
き
っ
と
記
憶

に
残
る
よ
う
な
、そ
ん
な
生
徒
の
言
動
に
、

山
高
の
「
自
主
・
自
律
、
気
高
き
品
性
」

が
垣
間
見
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
私
自
身
や
母
校
に
深
く
関

わ
る
同
窓
生
の
訃
報
が
あ
り
ま
し
た
。
11

月
に
は
山
中
47
期
の
久
保
田
康
耶
さ
ん
の

逝
去
の
報
に
接
し
、
驚
き
と
悲
し
み
に
く

れ
ま
し
た
。
私
は
、
以
前
か
ら
山
高
の
近

く
の
歯
科
医
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

置
か
れ
て
い
る
「
伊
勢
人
」
と
い
う
雑
誌

で
、
久
保
田
先
生
が
歯
科
麻
酔
学
の
権
威

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
記
事
を
読
ん
だ

の
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
最
初
の
歯
科
麻
酔
学
の
教
授
で
、

歯
科
麻
酔
学
の
父
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
方

で
あ
り
、
山
高
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、
是

非
一
度
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
方

で
し
た
。
平
成
22
年
５
月
の
東
京
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
際
、
は
じ
め
て
先
生
と
言

葉
を
交
わ
し
、
是
非
一
度
、
母
校
の
生
徒

に
お
話
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た
い

が
、
と
の
申
し
出
に
微
笑
み
な
が
ら
快
諾

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
今
更
な
が
ら
な

つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
短
い
会
話

の
中
に
も
先
生
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
た
も

の
で
し
た
。
先
生
と
の
約
束
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
の

に
な
り
ま
し
た
。
会
報
委
員
会
で
多
方
面

か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
総
会
開
催

の
二
か
ら
三
ヶ
月
前
に
発
行
す
る
の
が
良

い
と
の
結
論
に
な
り
、
本
年
は
四
月
と

な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
宜
し

く
ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
母
校
に
対
す
る
支
援
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
目
的
の
た
め
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
ご
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
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本
部
役
員

顧
問
・
校　

長	

中
谷　

文
弘

顧
問
・
教　

頭	
増
田　

憲
一

顧
問
・
事
務
長	
浜
田　

一
夫

会

長	

池
田
六
太
郎　

高
19

副
会
長	

奥
村　

操
子　

昭
20

副
会
長	

山
内　

斎
助　

高
３

副
会
長	

野
田　

昌
和　

高
10

副
会
長	

牛
場
ま
り
子　

高
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副
会
長	

橋
本　

久
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高
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理
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鈴
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芳
蔵　

中
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理
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中
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衛
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中
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谷
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健
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中
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中
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純
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理
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直
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古
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中
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安
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中
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福
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ぐ
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石
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雄
一
朗　

高
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計	

上
之
郷
賢
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高
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村
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高
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会
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監
査	

奥
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事
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澄
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山
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事	
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志
伸　

高
38

支
部
役
員
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京
支
部
支
部
長	

大
西　

章
夫　

高
９

　
　
　

事
務
局
長	

早
川　

仁
也　

高
10

大
阪
支
部
支
部
長	

藤
本　

芳
枝　

高
14

　
　
　

事
務
局
長	

鈴
木　

一
暢　

高
31

同
窓
会
委
員

名
古
屋
支
部

　
　
　

支
部
長	

石
丸　

典
生　

中
47

　
　
　

事
務
局
長	

齋
藤　

友
彦　

高
31

北
勢
支
部
支
部
長	

江
崎　

隆
夫　

高
13

　
　
　

事
務
局
長	

竹
内　

幹
仁　

高
20

事
業
報
告
及
び
事
業
計
画

平
成
21
年
度
事
業
報
告

平
成
22
年
度
事
業
計
画

平
成
21
年

７
月
４
日　

会
計
監
査

７
月
７
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
10
日　

役
員
会

７
月
24
日　

総
務
委
員
会

７
月
29
日　

情
報
委
員
会

９
月
16
日　

正
副
会
長
会
議

10
月
26
日　

総
務
委
員
会

11
月
４
日　

松
南
同
窓
会
総
会

11
月
10
日　

情
報
委
員
会

11
月
26
日　

会
報
委
員
会

11
月
29
日　

大
阪
支
部
総
会

平
成
22
年

１
月
８
日　

情
報
委
員
会

１
月
18
日　

正
副
会
長
会
議

２
月
18
日　

情
報
委
員
会

２
月
22
日　

会
報
委
員
会

平
成
22
年

７
月
３
日　

会
計
監
査

７
月
５
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
９
日　

役
員
会

７
月
27
日　

総
務
委
員
会

７
月
30
日　

情
報
委
員
会

８
月
８
日　

定
期
総
会

11
月
４
日　

松
南
同
窓
会
総
会

11
月
７
日　

北
勢
支
部
総
会

平
成
23
年

１
月
12
日　

正
副
会
長
会
議

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式

３
月
１
日　

会
報
発
行

※
本
会
運
営
の
た
め
に
正
副
会
長
会
議
な

ど
を
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

※
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
は
本
部

よ
り
出
席
し
ま
す
。

２
月
26
日　

会
報
委
員
会

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式

３
月
17
日　

会
報
発
送

４
月
19
日　

情
報
委
員
会

5
月
31
日　

総
務
委
員
会

６
月
６
日　

東
京
支
部
総
会

６
月
８
日　

情
報
委
員
会

６
月
28
日　

歓
迎
会
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決 算 及 び 予 算
平成21年度決算	   平成22年度予算
収入の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 1,834,725 1,834,725
入 会 金 3,180,000 3,190,000 10,000円×318人
預 金 利 子 63,632 10,000
雑 収 入 270,001 500,000 懇親会会費
協 力 金 2,931,183 5,000,000 会報発行協力金
合 計 8,279,541 10,534,725

収入の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 1,834,725 515,843
入 会 金 3,180,000 3,120,000 10,000円×312人
預 金 利 子 63,632 10,000
雑 収 入 270,001 250,000 懇親会会費
協 力 金 2,931,183 2,300,000 会報発行協力金
合 計 8,279,541 7,195,843

支出の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 980,657 1,400,000 パーティ経費・招待者案内状
１１０周年記念事業費 1,509,640 0
会報発行費 2,953,650 2,900,000 印刷費、発送費
入 会 式 費 141,090 140,000 記念品代
会 議 費 201,913 300,000 役員会、委員会食事代等
支部・同期会費 291,170 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 24,690 60,000
消 耗 費 2,498 80,000
旅 費 174,380 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 40,210 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000
インターネット管理費 53,350 60,000 通信代、利用料
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 10,000 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 515,843 909,899
合 計 8,279,541 8,489,899

支出の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 980,657 850,000 パーティ・招待者案内状
１１０周年記念事業費 1,509,640 0
会報発行費 2,953,650 2,950,000
入 会 式 費 141,090 140,000 記念品代
会 議 費 201,913 300,000 会議時食事代等
支部・同期会費 291,170 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 24,690 40,000
消 耗 費 2,498 40,000 宛名シール他
旅 費 174,380 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 40,210 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000 プラチナホール管理費
インターネット管理費 53,350 60,000 通信代、利用料
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 10,000 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 515,843 175,843
合 計 8,279,541 7,195,843

円
１．第三銀行定期預金	 10,000,000
２．百五銀行定期預金	 6,000,000
３．百五銀行普通預金（インターネット管理用）	1
４．百五銀行普通預金（協力金用）	 0
５．郵便局普通貯金	 515,842
６．振替口座　00870-1-23118	 0
７．振替口座　00800-2-16973	 0
８．現　金	 0

　　合　計	 16,515,843

　（内別途積立金	 16,000,000）
　（次期繰越金	 515,843）

　百周年別途積立金
　　 　百五銀行定期預金	 3,700,000

監査報告
　平成21年度（Ｈ21.７.１〜Ｈ22.６.30）の会計につい
て監査を実施したところ、適正に処理されていること
を認めます。
　　　平成22年７月３日
　　　　　　会計監査　　中　村　美代子（高23期）
　　　　　　　　　　　　奥　野　幸　良（高30期）

財産目録

事
務
局
だ
よ
り

22
年
度
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
山
内
斎

助
副
会
長
（
高
３
）、岩
崎
良
文
理
事
（
高

29
）、
上
村
正
徳
理
事
（
高
33
）、
小
西
信

幸
（
高
36
）
の
方
々
が
新
役
員
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

22
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
工
藤
好

洋
事
務
長
が
ご
勇
退
さ
れ
、
澤
田
真
明
先

生
（
英
語
、
高
35
）
が
松
阪
商
業
高
校
へ

転
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
浜
田
一
夫
事

務
長
、
山
口
英
郎
先
生
（
英
語
、
高
28
）

が
そ
れ
ぞ
れ
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

23
年
度
の
異
動
に
よ
り
、
増
田
憲
一
教

頭
が
ご
勇
退
さ
れ
、泉
浩
之
先
生
（
英
語
、

高
30
）
が
昴
学
園
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
中
山
隆
之
先
生
が
教
頭
と

し
て
、
川
北
文
彦
先
生
（
社
会
、
高
30
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
副
会
長
藤
原
敏
夫
様
（
中

49
）、
間
宮
忠
夫
様
（
中
35
）、
久
保
田
康

耶
様
（
中
47
）、
宮
本
徳
蔵
様
（
高
２
）

東
倉
康
二
様
（
高
５
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

東
京
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
こ
の

と
こ
ろ
６
月
の
第
一
日
曜
日
（
平
成
22
年

度
は
６
日
）
に
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

東
京
支
部
総
会 

盛
会
裏
に
終
わ
る

事
務
局
長　

早
川　

仁
也

4
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が
、今
回
も
１
８
０
名
を
超
え
る
同
窓
生
・

御
来
賓
が
集
い
、
賑
や
か
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
共
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
小
坂

憲
司
さ
ん
（
10
期
・
横
浜
ほ
う
ゆ
う
病
院

長
）
で
、「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
」
と

題
し
て
、
先
生
の
発
見
さ
れ
た
「
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
」
を
中
心
に
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
興
味
深
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

80
歳
を
超
え
る
山
中
・
山
女
の
大
先
輩

か
ら
、
孫
に
当
た
る
20
代
の
若
者
ま
で
、

山
高
の
長
い
歴
史
を
物
語
る
縮
図
の
よ
う

な
会
場
で
す
か
ら
、
ご
自
分
の
こ
と
と
し

て
、
ま
た
介
護
す
る
側
と
し
て
、
共
に
時

宜
を
得
た
演
題
で
あ
り
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

つ
づ
い
て
定
時
総
会
に
入
り
、
大
西
支

部
長
（
９
期
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
伊
勢

か
ら
上
京
さ
れ
た
池
田
同
窓
会
会
長
、
中

谷
学
校
長
、
今
回
初
当
選
の
鈴
木
伊
勢
市

長
と
続
き
、
最
後
に
、
早
川
事
務
局
長

（
10
期
）
が
議
長
に
な
っ
て
事
業
報
告
な

ど
の
報
告
と
審
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
が
正
午
で
こ
こ
ま
で
約
１
時
間

少
々
、
裏
方
の
努
力
で
前
よ
り
は
早
く

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
富
内
雄
二

さ
ん
（
山
中
47
期
）
の
若
々
し
い
ご
発
生

に
よ
り
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
と
な
る
と
「
や

れ
や
れ
」
と
ホ
ッ
と
す
る
の
が
酒
好
き
な

ら
ず
と
も
大
方
の
人
情
と
い
う
も
の
で

し
ょ
う
。

こ
こ
で
、会
場
が
騒
が
し
く
な
る
前
に
、

中
村
稔
・
山
商
東
京
支
部
長
と
岩
本
愛
吉
・

伊
勢
高
関
東
支
部
会
長
に
挨
拶
を
お
願
い

す
る
の
が
、
こ
れ
ま
た
主
催
者
側
に
苦
心

の
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
逆
の
立
場
で
、
い

や
な
思
い
を
し
た
大
西
支
部
長
の
厳
し
い

注
意
事
項
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
新
任
の
藤
本
芳
枝
（
14
期
）
大

阪
支
部
長
を
は
じ
め
、
各
支
部
長
さ
ん
に

も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
旧

友
と
の
談
笑
時
間
と
の
兼
ね
合
い
で
、
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
懇
親
会
で
の
花
形
は
、
小
林
秀

雄
さ
ん
（
山
中
50
期
）
と
猪
野
純
雄
さ
ん

（
９
期
）
の
ピ
ア
ノ
、山
崎
博
史
さ
ん
（
５

期
）
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で
す
が
、
歌
の
方

は
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
あ
れ
演
歌
で
あ
れ
多
士

済
々
で
、
マ
イ
ク
を
独
占
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
す
。
会

費
が
少
々
高
い
（
？
）
だ
け
あ
っ
て
、
会

場
が
余
興
に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
は
、
山
中
・
山
女
・
山
高
の
三
校

の
校
歌
斉
唱
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
は
山

女
の
先
輩
方
の
参
加
が
減
っ
て
き
て
気
が

か
り
で
す
。
山
高
の
歴
史
を
物
語
る
恒
例

で
あ
り
、
数
あ
る
全
国
の
同
窓
会
で
も
珍

し
い
シ
メ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
。

次
回
は
本
年
６
月
12
日
（
日
）
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル「
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

（
港
区
芝
公
園
・
最
寄
駅
都
営
三
田
線
「
御

正
門
」下
車
）に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先　

東
京
支
部
事
務
局

　
　
　
　

事
務
局
長　

早
川
仁
也
ま
で

ま
た
、
春
、
秋
の
年
２
回
「
山
高
歩
こ

う
会
」（
世
話
役
代
表　

富
内
雄
二
さ
ん
・

山
中
47
期
）
を
開
催
、
都
内
等
名
所
旧
跡

を
散
策
し
て
お
り
若
い
世
代
の
参
加
も
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

名
古
屋
支
部
の
総
会
は
隔
年
開
催
で
今

年
は
そ
の
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
16
回
山
高
同
窓
会
名
古
屋
支
部
の
総

会
と
懇
親
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

平
成
23
年
４
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時　

受
付
開
始

　
　
　
　

午
前
11
時　

総
会
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
後
、
懇
親
会

場　

所　

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル

（
☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
３
１
１
１
）

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
開
催
日
時
の
連
絡

と
、
出
欠
の
確
認
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、案
内
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
古
屋
支
部
報
告

事
務
局
長　

齋
藤　

友
彦

お
誘
い
合
せ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
県
内
、

県
外
遠
方
よ
り
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
が
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
頂
け

る
よ
う
に
、
ご
支
援
・
ご
指
導
を
頂
き
、

ま
す
ま
す
隆
盛
し
皆
様
に
喜
ば
れ
る
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
共
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。現

在
、
定
期
的
に
会
合
を
も
ち
、
第
16

回
総
会
の
準
備
に
事
務
局
一
同
努
力
を
し

て
い
る
次
第
で
す
。

※
愛
知
県
・
岐
阜
県
在
住
の
山
高
卒
業
生

で
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
是
非
事
務
局
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の
で
、
事
務

局
ま
で
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

名
古
屋
支
部
事
務
局
長　

齋
藤
友
彦
ま
で

於山本有三記念館・深大寺

北
勢
支
部
総
会
に
ぎ
や
か
に
開
催

事
務
局
長　

江
崎　

隆
夫

第
10
回
北
勢
支
部
総
会
な
ら
び
に
懇
親

会
を
平
成
22
年
11
月
７
日（
日
）に
四
日
市

シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
会
長
の
池
田
六
太
郎
氏
を
は
じ

め
、
中
谷
学
校
長
、
同
窓
会
本
部
、
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
の
各
支
部
よ
り
多
く
の
役

員
の
皆
様
の
参
加
を
得
て
、
90
余
名
の
参

加
を
頂
き
、
楽
し
く
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。総

会
に
先
立
ち
、
公
演
と
し
て
ソ
プ
ラ

ノ
の
廣
め
ぐ
み
さ
ん
（
山
高
44
期
）、
ピ

ア
ノ
伴
奏
を
長
田
真
紀
子
さ
ん
（
山
高
28

期
）
と
合
唱
団
プ
ラ
チ
ナ
２
０
０
０
の
方

達
の
友
情
出
演
も
有
り
素
晴
ら
し
い
歌
声

に
全
員
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
20
期
卒
業
の
お
嬢
様
で
演
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松　

南　

会

湊　
　

キ 

ミ

通　

信　

欄

歌
歌
手
の
中
西
里
絵
さ
ん
の
出
演
も
頂
き

又
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
あ
り
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
全
て
出
演
い
た
だ
い
た

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
出
来
た
こ
と
で
し

た
。
改
め
て
紙
面
を
借
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
回
総
会
で
役
員
の
交
代
が
審
議
な
さ

れ
次
の
方
達
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長　

江　

崎　

隆　

夫
（
13
期
）

副
支
部
長　

山　

本　

松　

敏
（
21
期
）

事
務
局
長　

竹　

内　

幹　

仁
（
20
期
）

顧　
　

問　

山　

崎　

義　

文
（
48
期
）

相
談
役　

大　

西　

和　

雄
（
10
期
）

又
、
前
副
支
部
長
の
織
田
啓
子
さ
ん
は

幹
事
と
し
て
今
後
も
お
願
い
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
趣
旨
は
、「
会
員
相
互
の
親

睦
と
母
校
へ
の
支
援
」
で
す
。
開
催
時
だ

け
で
な
く
、
日
々
に
チ
ャ
ン
ス
あ
る
た
び

に
同
窓
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い

て
、
参
加
者
の
増
え
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
会
の
発
展
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

“
わ
い
わ
い
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
”
と
仲
良
く

楽
し
く
運
営
し
て
い
る
北
勢
支
部
で
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
高
同
窓
会
北
勢
支
部　
　
　
　
　
　

支
部
長　

江
崎
隆
夫

第
十
五
回
大
阪
支
部
総
会
は
平
成
二
十

一
年
十
一
月
に
開
催
。
そ
の
報
告
書
を
本

部
に
提
出
し
昨
年
の
会
報
誌
に
掲
載
の
予

定
で
し
た
が
、
何
ら
か
の
行
き
違
い
で
未

大
阪
支
部
報
告

事
務
局
長　

富
永　

武
司

掲
載
と
な
り
ま
し
た
。
報
告
書
と
し
て
提

出
す
る
に
は
時
間
の
経
過
と
相
俟
っ
て
多

少
間
延
び
し
た
感
を
否
め
な
い
が
大
切
な

役
員
改
選
の
議
事
で
も
あ
り
再
度
報
告
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
昨
年
総
会
会
場
は
大
阪
城
近
く
の

「
K
　

K
　

R
ホ
テ
ル
大
阪
」。 

午
前
十
一
時

三
十
分
開
会
、
池
田
六
太
郎
同
窓
会
長
、

中
谷
文
弘
学
校
長
、
各
支
部
長
は
じ
め
近

隣
同
窓
会
役
員
等
来
賓
多
数
を
迎
え
て
盛

大
に
開
か
れ
た
。
会
員
参
加
者
数
は
約
五

十
名
。
総
会
の
催
し
と
し
て
十
日
え
び
す

で
有
名
な
西
宮
神
社
前
権
宮
司
の
吉
井
貞

俊
氏
（
山
高
１
期
）
が
「
伊
勢
を
歩
く
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。氏
は
自
著「
伊

勢
参
宮
本
街
道
を
歩
く
」
を
も
と
に
、
そ

の
昔
古
人
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
上
方
か
ら

伊
勢
参
宮
街
道
の
旅
路
に
思
い
を
馳
せ
、

上
方
と
伊
勢
文
化
交
流
の
歴
史
を
自
ら
の

体
験
を
重
ね
あ
わ
せ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
わ

か
り
や
す
く
語
っ
た
。
又
、
今
回
美
し
く

豪
華
な“
生
花
”が
北
村
貴
美
子
さ
ん（
山

女
18
年
）
か
ら
、
山
中
・
山
女
・
山
高
の

三
校
章
入
り
の
“
山
高
同
窓
会
横
断
幕
”

が
寺
田
萬
亀
子
さ
ん
（
山
女
19
年
・
故
人
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
贈
頂
き
総
会
に
花
を

添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
支
部
総
会
役
員
改
選
で
岩
本
忠

支
部
長
（
山
高
９
期
）
が
退
任
、
後
任
に

は
藤
本
芳
枝
氏
（
山
高
14
期
）
が
選
出
さ

れ
支
部
長
就
任
。
同
時
に
事
務
局
長
も
鈴

木
一
暢
氏
（
山
高
９
期
）
か
ら
富
永
武
司

氏
（
山
高
14
期
）
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

新
し
い
藤
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
誕
生
を
機

に
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
親
睦
交
流
を

計
り
、
主
幹
同
窓
会
と
し
て
大
阪
三
重
県

人
会
等
諸
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
会
の
発

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
は
御
元
気
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
四
日
松
南
会
総
会
に
は
お
忙

し
い
中
を
副
会
長
橋
本
様
、
教
頭
増
田
様

の
御
臨
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
又
そ
の
節
は
、
同
窓
会
よ
り

お
祝
金
も
頂
戴
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
高
齢
者
の
集
団
で
す
が
こ
と
し
も

戦
争
末
期
、
国
家
に
よ
る
報
道
管
制
が

敷
か
れ
て
い
た
た
め
、
殆
ど
の
国
民
が
知

ら
な
か
っ
た
大
震
災
、
東
南
海
地
震
（
一

九
年
一
二
月
七
日
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

九
）
と
三
河
地
震
（
二
〇
年
一
月
一
三
日
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
）の
二
つ
が
あ
っ

た
。
文
献
に
よ
る
と
、
両
方
で
死
者
三
三

〇
〇
人
、
熊
野
灘
の
大
津
波
は
六
メ
ー
ト

ル
、
流
失
家
屋
三
〇
〇
〇
戸
と
い
う
大
震

災
で
し
た
。
近
く
の
お
墓
で
も
墓
石
全
部

横
倒
し
。
四
〇
年
後
、
防
災
意
識
の
高
ま

り
と
共
に
専
門
家
の
文
書
で
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
私
の
体
験
で
は
す
ご
い
揺
れ
（
一

戦
争
に
消
さ
れ
た
大
震
災
・
東
南
海
地
震

山
中
47　

富
内　

雄
二

展
に
少
し
で
も
寄
与
し
た
い
と
願
う
次
第

で
す
。

現
在
、
今
秋
十
一
月
二
十
日
大
阪
支
部

総
会
開
催
（
於
K
　

K
　

R
ホ
テ
ル
大
阪
）

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先　
〒
５
６
５
‐
０
８
７
２

大
阪
府
吹
田
市
上
山
田
７
番
D
‐
８
０
６

富　

永　

武　

司

恙
な
く
総
会
を
終
え
同
窓
会
の
御
協
力
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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時
半
頃
）
で
、
工
場
の
天
井
か
ら
物
と
埃

が
落
ち
て
き
て
目
の
前
が
真
白
に
な
り
、

逃
げ
よ
う
に
も
腰
が
浮
い
て
歩
け
ず
、
座

り
込
み
ま
し
た
。
二
～
三
分
後
落
ち
着
い

た
の
で
工
場
の
外
に
出
ま
し
た
ら
、
隣
に

あ
っ
た
木
造
の
紡
績
工
場
が
ペ
シ
ャ
ン
コ

に
壊
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
働
い
て
い

た
女
子
梃
身
隊
の
メ
ン
バ
ー
五
～
六
名
が

亡
く
な
っ
た
と
か
。
立
ち
話
を
耳
に
し
ま

し
た
。
翌
日
、
近
鉄
の
長
良
川
鉄
橋
付
近

の
盛
土
が
崩
壊
し
、
不
通
に
な
っ
て
い
る

と
の
事
で
、
大
谷
工
場
長
に
引
率
さ
れ
て

我
々
も
ス
コ
ッ
プ
・
モ
ッ
コ
を
担
い
で
応

援
に
か
け
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

（
一
〇
日
間
ぐ
ら
い
不
通
）。
こ
の
地
震
で

名
古
屋
近
郊
の
デ
ル
タ
地
帯
の
工
場
（
航

空
機
）
は
機
械
の
土
台
が
狂
い
、
操
業
で

き
な
い
日
が
一
ヶ
月
ぐ
ら
い
続
い
た
様
で

し
た
。
又
、
長
野
県
諏
訪
湖
周
辺
に
も
影

響
が
強
く
現
れ
、
大
被
害
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
関
連
性
は
隠
さ
れ
て
い
て
、
戦

後
四
〇
年
し
て
か
ら
解
明
さ
れ
た
と
か
。

不
利
な
情
報
ゆ
え
殆
ど
の
国
民
は
戦
後

ま
で
全
然
し
ら
さ
れ
て
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
は
ハ
ワ
イ
の
観
測
所
で
完
全
に

キ
ャ
ッ
チ
、
被
害
の
大
き
さ
を
承
知
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

戦
争
末
期
、
食
料
、
物
資
が
不
足
し
家

は
焼
か
れ
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
て
も
、

ま
だ
ま
だ
国
家
の
た
め
に
犠
牲
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
忠
君
・
愛
国
の
精
神
を
持

ち
続
け
て
い
た
。
後
一
～
二
年
戦
争
が
続

け
ば
、
私
も
神
風
特
別
攻
撃
隊
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
（
そ
の
当
時
、
飛
べ

る
飛
行
機
は
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
く
、

物
理
的
に
は
無
理
）。
正
直
な
所
、
戦
争

に
勝
て
る
の
か
な
ぁ
と
、
疑
い
は
持
っ
て

い
た
。
夜
、
桑
名
か
ら
名
古
屋
の
航
空
機

私
ど
も
17
期
生
の
同
窓
会
を
、
昨
年
11

月
７
日
（
日
）
～
８
日
（
月
）
と
一
泊
二

日
の
日
程
で
静
岡
県
浜
松
市
の
館
山
寺
温

泉
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
三
重
県
方
面

か
ら
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て

の
出
席
で
、
名
古
屋
以
東
は
各
自
、
現
地

集
合
で
総
勢
28
名
の
出
席
で
し
た
。

一
次
会
で
は
、
ゲ
ー
ム
及
び
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
、
二
次
会
で
は
全
員
一
室

に
集
合
し
て
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
さ

な
が
ら
修
学
旅
行
の
よ
う
で
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
日
は
浜
名
湖
周
辺
を
ド
ラ
イ

ブ
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

第
17
期
生　

事
業
報
告

山
中
昭
和
二
十
三
年
卒
業
の
「
み
な
つ

き
会
」
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
誌
上
を
お
借
り
し
て
お
伺
い

申
し
上
げ
ま
す
。

長
い
年
月
皆
様
と
共
に
育
て
て
参
り
ま

山
女
23
期 

み
な
つ
き
会

中
澤　

純
子

し
た
私
達
同
窓
会
も
花
も
実
も
あ
る
内
に

と
八
十
才
を
迎
え
た
平
成
二
十
二
年
六
月

で
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。「
み
な
つ

き
会
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
毎
年
一
回
六

月
に
皆
様
と
の
デ
ー
ト
の
場
を
続
け
て
参

り
ま
し
た
。
一
目
会
う
な
り
即
女
学
生
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
出
来
る
事
の
す

ば
ら
し
さ
は
、
同
窓
会
の
持
つ
不
思
議
な

魔
力
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。

私
達
は
あ
の
大
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た

青
春
時
代
で
学
友
達
と
苦
楽
を
共
に
し
て

き
た
あ
の
若
き
日
々
。
で
も
今
と
な
れ
ば

い
い
思
い
出
と
し
て
話
題
に
な
り
ま
す
。

山
高
会
員
の
お
若
い
方
々
に
、
何
時
か

は
過
去
の
思
い
出
が
唯
一
の
楽
し
み
と
な

る
年
令
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
時
の
為
に
も

沢
山
の
思
い
出
を
作
り
置
き
下
さ
る
事
を

工
場
が
真
赤
に
燃
え
て
い
る
の
を
見
た

り
、
大
地
震
で
機
械
が
動
か
ず
生
産
が
止

ま
っ
て
い
る
現
実
を
見
る
と
、
勝
て
そ
う

に
は
な
い
な
ぁ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
戦

前
教
育
は
日
本
は
神
国
で
あ
り
最
後
は
神

様
が
助
け
て
く
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
昔
々
元
寇
の
役
で
二
度
も
元
の
国
が

九
州
ま
で
攻
め
て
き
た
が
上
陸
で
き
な

か
っ
た
。
日
清
・
日
露
戦
争
に
も
勝
利
を

得
て
い
る
。
そ
の
教
育
を
徹
底
し
て
受
け

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
終
戦
後
、
日
本

の
秘
密
文
書
が
開
示
・
発
表
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、教
育
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
公
開
さ
れ
、
そ
れ
を

精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
米
戦
力
の
差

の
大
き
さ
を
再
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
旅
し
た
折
、

飛
行
機
で
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
下
に
見
た

時
、
よ
く
こ
ん
な
遠
い
所
ま
で
小
さ
な
船

で
二
〇
日
間
も
か
け
て
よ
く
攻
め
て
き
た

も
ん
だ
な
ぁ
（
改
め
て
日
本
人
の
精
神
力

の
強
さ
に
感
心
！
）
と
。
今
は
、テ
レ
ビ
・

パ
ソ
コ
ン
・
新
聞
・
雑
誌
で
情
報
が
氾
濫

し
、
情
報
過
多
の
時
代
、
各
自
が
大
い
に

勉
強
し
、
自
分
に
必
要
な
情
報
を
見
極
め

る
能
力
を
養
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
自

分
な
り
の
ポ
リ
シ
ー
・
哲
学
を
持
た
な
い

と
浮
つ
い
た
不
満
足
な
人
生
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

念
じ
、
山
高
会
報
の
益
々
の
御
発
展
と
皆

様
の
御
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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High school Life 2010～2011

平
成
22
年
度
同
窓
会
総
会

「
ミ
ニ
姫
路
城
と
私

　

－

男
の
ロ
マ
ン
と
つ
き
あ
っ
た
19
年

－

」

井
村
郁
子
氏 

講
演
会

８
月
８
日
（
日
）

山高祭
9 月９日～ 10 日

文化部発表会 ３月 19日

懇
親
会



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

平
成
23
年
３
月
19
日
～
31
日

一
、
二
年
生
16
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
郊
外
の
カ
ン
ド
ル
タ
ウ
ン
地

区
に
お
い
て
の
語
学
研
修
に
飛
び
立
ち
ま

し
た
。
11
日
間
の
滞
在
期
間
に
、
語
学
学

習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
の
高
校
生

と
の
文
化
交
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

異
国
の
地
で
、
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と

は
、
最
初
こ
そ
は
戸
惑
い
を
隠
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
数
を
重
ね
る

う
ち
に
徐
々
に
打
ち
解
け
、
英
語
で
冗
談

な
ど
も
交
え
な
が
ら
会
話
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

同
窓
会
は
、
一
昨
年
、
母
校
山
高
の
創

立
１
１
０
周
年
を
皆
さ
ま
方
と
共
に
お
祝

い
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
を
機
会
に

多
く
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
年
に
一
度
、
一
堂

に
会
し
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て

は
と
の
お
話
を
き
っ
か
け
に
、
池
田
同
窓

会
長
を
交
え
発
起
人
数
名
が
準
備
会
を
重

ね
、
各
期
の
ゴ
ル
フ
好
き
の
方
々
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
幹
事
会
を
開
催
し
、
各

期
の
幹
事
さ
ん
よ
り
声
か
け
を
し
て
い
た

だ
き
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
昨
年
８
月

16
日
（
月
）
に
伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
は
、
異
常
気
象
と
言
わ
れ
、

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

当
日
も
猛
暑
の
中
、
１
６
４
名
の
方
が
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。各

期
の
ゴ
ル
フ
好
き
の
方
々
が
一
堂
に

会
し
プ
レ
ー
す
る
の
は
、
山
高
創
立
１
０

０
周
年
以
来
の
た
め
暑
さ
を
忘
れ
、ま
た
、

組
合
せ
も
同
期
の
人
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
終
始
、
和
気
あ
い

あ
い
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熱
戦
を
制
し
た

の
は
、
28
期
の
高
山
賢
市
氏
が
グ
ロ
ス

94
、
ネ
ッ
ト
65
・
２
の
ス
コ
ア
で
、
栄
え

あ
る
優
勝
を
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
先
立
ち
、
今
回
の
よ
う
な
ゴ

ル
フ
会
を
継
続
す
る
旨
の
賛
同
を
得
て
、

会
長
に
８
期
の
堀
崎

萱
二
氏
、
幹
事
長
に

20
期
の
古
野
潔
氏
を

選
出
し
、
副
幹
事
長

２
名
、
幹
事
４
名
、

顧
問
２
名
を
指
名

し
、会
の
名
称
を「
山

高
プ
ラ
チ
ナ
ゴ
ル
フ

会
」
と
制
定
し
、
今

後
も
継
続
し
て
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
下
記
要
領
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、

各
期
の
幹
事
さ
ん
、
ま
た
は
、
事
務
局
ま

で
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
等
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

平
成
23
年
4
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
ス
タ
ー
ト
予
定

場　
　

所　

伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
世
古
１
３
６
２

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

（
プ
レ
ー
費
は
特
別
料
金
・
各
自
負
担
）

申
込
締
切　

平
成
23
年
４
月
20
日（
水
）必
着

申
込
先　

フ
ル
ノ
ケ
ミ
テ
ッ
ク
㈱　

気
付

「
山
高
プ
ラ
チ
ナ
ゴ
ル
フ
会
」
事
務
局
宛

F
A
X　

０
５
９
６
‐
２
５
‐
２
２
８
３

E-m
ail　

kiyoshi-f@
furuno-chem

itec.co.jp

申
込
内
容　
卒
業
期
・
名
前
・
生
年
月
日
・
携
帯

電
話
番
号
・
自
宅
電
話
番
号
・
F
A
X
番
号
・
住
所

山
高
プ
ラ
チ
ナ
ゴ
ル
フ
会
発
足

19
期　

牛
場　

宜
夫

Old Bar Beach にて地元新聞社の取材

アボリジニアートづくり
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大
学
入
試
状
況

本
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

国
公
立
大
学
入
試
に
47
名
（
現
役
40
名
）

が
合
格
し
ま
し
た
。
合
格
者
数
は
10
年
度

と
同
数
と
な
り
、
私
立
大
学
入
試
で
は
、

関
関
同
立
に
計
20
名
（
現
役
13
名
）
が
合

格
し
ま
し
た
。

本
校
の
受
験
生
に
関
し
ま
し
て
は
、
近

年
続
く
不
況
の
影
響
も
あ
り
、三
重
大
学
、

三
重
県
立
看
護
大
学
へ
の
受
験
者
が
と
も

に
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
こ
の
と

こ
ろ
続
い
て
い
る
資
格
志
向
を
背
景
と
し

た
看
護
人
気
と
、
入
試
方
法
を
変
更
し
た

こ
と
に
よ
り
三
重
県
立
看
護
大
学
が
倍

率
、
ボ
ー
ダ
ー
と
も
に
難
化
し
た
こ
と
が

特
筆
す
べ
き
点
で
す
。
ま
た
、
こ
の
学
年

で
は
工
学
部
希
望
者
が
例
年
よ
り
も
少
な

く
、
薬
学
部
希
望
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も

特
徴
的
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は

や
は
り
、「
学
費
の
こ
と
も
あ
り
、
国
公

立
大
に
進
学
し
た
い
」「
家
か
ら
通
え
る

学
校
に
進
学
し
た
い
」と
い
っ
た「
安
・
近
」

の
傾
向
が
昨
年
よ
り
も
一
段
と
強
ま
り
、

県
内
の
大
学
、
短
期
大
学
、
医
療
系
専
門

学
校
へ
の
進
学
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
公
立
後
期
試
験
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
み
、
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
人
が
８

名
い
る
こ
と
も
こ
の
学
年
の
特
徴
で
す
。

２
０
１
１
年
度
入
試
の
状
況
につい

て

進
路
指
導
部

（
平
成
23
年
３
月
卒
業
生
の
入
試
状
況
か
ら
）

平成22年３月卒業生入試状況 平成23年３月卒業生入試状況
国立大学

富山 6
愛知教育 1
三重 15
和歌山 2
鳥取 1
島根 2

計 27
公立大学

高崎経済 1
富山県立 1
石川県立 1
福井県立 1
都留文科 2
静岡文化芸術 2
愛知県立 1
三重県立看護 4
滋賀県立 1
兵庫県立 1
県立広島 1
島根県立 1
高知工科 2
高知県立（高知女子） 1

計 20
私立大学

東北芸術工科 1
国立音楽 1
国士舘 1
駒澤 1
専修 1
中央 1
帝京 2
東海 3
東京理科 3
日本 2
日本体育 1
法政 1
立正 1

私立大学
神奈川 3
神奈川工科 1
関東学院 2
横浜商科 1
帝京科学 1
金沢工業 8
岐阜医療科学 1
岐阜聖徳学園 3
中部学院 2
愛知 8
愛知学院 13
愛知工業 4
愛知淑徳 5
愛知東邦 1
椙山女学園 1
星城 1
大同 8
中京 11
中部 18
東海学園 1
名古屋音楽 2
名古屋外国語 4
名古屋学院 2
名古屋学芸 3
名古屋経済 3
名古屋芸術 4
名古屋商科 2
名古屋文理 1
南山 3
日本福祉 11
藤田保健衛生 2
名城 17
皇學館 62
鈴鹿医療科学 17
大谷 1
京都外国語 3
京都学園 2

私立大学
京都産業 10
京都女子 2
京都精華 1
京都橘 5
同志社 6
佛教 4
立命館 6
龍谷 10
大阪学院 2
大阪芸術 1
大阪国際 2
大阪商業 4
大阪薬科 2
関西 9
関西外国語 3
近畿 14
摂南 1
大手前 1
関西学院 4
関西国際 1
甲子園 1
甲南 1
神戸学院 1
神戸親和女子 1
姫路独協 1
武庫川女子 1
天理 1
奈良 3
岡山理科 4

計 353

国立大学
秋田 1
富山 1
信州 1
愛知教育 1
名古屋工業 1
三重 19
滋賀 1
京都教育 1
奈良教育 1
島根 2
山口 1

計 30
公立大学

高崎経済 2
山梨県立 1
都留文科 2
静岡文化芸術 1
愛知県立 3
三重県立看護 4
滋賀県立 1
兵庫県立 2
島根県立 1

計 17
私立大学

城西国際 1
杏林 1
国立音楽 1
国士舘 1
駒澤 2
成城 1
創価 5
拓殖 1
中央 1
帝京 5
東海 2
東京女子 1
東京農業 5

私立大学
東京理科 1
日本 5
法政 1
明治 1
神奈川 1
神奈川工科 2
関東学院 2
帝京科学 1
北陸 1
金沢工業 2
静岡理工科 2
岐阜医療科学 1
岐阜経済 1
岐阜聖徳学園 1
愛知 12
愛知学院 4
愛知工科 1
愛知工業 10
愛知淑徳 7
金城学院 4
椙山女学園 2
星城 1
大同 9
中京 27
中部 17
東海学園 3
名古屋音楽 1
名古屋外国語 13
名古屋学院 6
名古屋学芸 5
名古屋芸術 2
名古屋商科 4
名古屋女子 1
南山 9
日本赤十字豊田 3
日本福祉 2
藤田保健衛生 2

私立大学
名城 19
人間環境 1
皇學館 63
鈴鹿医療科学 29
四日市看護医療 2
びわこ学院 1
大谷 1
京都外国語 8
京都産業 15
京都女子 2
京都精華 1
京都造形芸術 4
京都橘 1
同志社女子 1
佛教 9
立命館 13
龍谷 11
追手門学院 1
大阪学院 3
大阪芸術 1
大阪商業 1
東大阪 1
関西 7
関西外国語 9
近畿 8
摂南 8
桃山学院 5
近大姫路 1
甲南女子 1
神戸女子 1
兵庫医療 3

武庫川女子 1

岡山理科 2

九州保健福祉 1

計 429
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宇治山田高校同窓会報

同窓会では、将来の同窓会文庫開設のために、卒業生の方々の出版されました書物等を寄贈していただ
きますよう、機会あるごとにお願いしております。今後ともよろしくお願いいたします。

献本リスト
献 本 者 名 書　　　　　　　　　　名

真弓多喜代様（山高７期） ◦ わたしの宝もの

坂本　幸子様（山高７期） ◦ 緩く、木々の下を流れ来て

東村　　篤様（山高19期） ◦ 思わず話したくなる国ベトナム

松沢　　桃様（山高19期） ◦ 羈旅　◦ 葦 第34号

ホームページを活用いただいていますか？
是非、ご覧下さい。http://www.yamako.org
ホームページを活用いただいていますか？
是非、ご覧下さい。http://www.yamako.org

　同窓会のホームページは、100 周年記念事業
の一環として、同窓会会員同士の交流の場とし
て、平成 10 年に立ち上げられました。その後、
より親しみやすく、活用しやすいサイトになる
よう、平成 14 年、平
成 20 年にリニューア
ルを行いました。また、
その運営を担当してい
る情報委員会の活動
も、当初は 1ヶ月に一
度、現在は 2ヶ月に一
度、多忙な中、委員の
皆さんに集まっていた
だき、委員会を開催し
ています。委員として、
同窓会のホームページ
の運営に興味のある方
は、是非、事務局まで
ご連絡ください。
　ホームページは、会員の皆さんよりの情報提
供がなくては成り立ちません。同窓会活動の案
内、同窓生の活動の案内（展示会、コンサート
の開催、著書の案内など）、同期会開催の連絡、
開催後の感想や会員の近況(個人の活動を含む)
などを、同窓会事務局（e-mail:info@yamako.
org）までご連絡お願いします。
　このサイトを通じて、会員の皆さんの情報を
広く提供し、よりよい交流を願っております。
なお、卒業期全体の同期会を開催される場合は、
各期会員のタックシール作製をサポートしてお

ります。各期代表を通じて本部事務局にご連絡
ください。（ホームページから申込書をプリン
トできます。）
　また、現在、同窓会ホームページ上に協賛企

業の掲載を行ってお
ります。企業を経営
（勤務）している方、
お店を経営されてい
る会員の皆様が、会
社やお店のご紹介、
求人情報、同窓会員
だけの特典などさま
ざまな情報を発信し
ていただく場として
ご活用いただいてお
ります。まだ、ご活
用いただいていない
皆様には是非この機
会にご検討くださ

い。年間掲載料は、2万円です。詳細は、こち
らをご覧下さい。
http://www.yamako.org/kigyopage/

boshu.html
　ご存知の方も多いかと思いますが、ホーム
ページから同窓会協力金・協賛企業協力金の
カード決済ができるようになっています。金融
機関に出かけなくても協力金の支払いができ便
利です。今後ともご協力、ご利用お願いします。

http://www.yamako.org/card/index.html
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近
年
暖
冬
に
慣
れ
て
い
た
身
体
に
今
年
冬

の
厳
し
さ
に
は
、
本
当
に
閉
口
し
ま
し
た
。

温
暖
な
伊
勢
に
は
珍
し
く
二
月
に
二
日
も
大

雪
が
降
り
、
交
通
が
混
乱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
三

陸
沖
の
大
地
震
に
被
災
さ
れ
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
多
く
の
人
々
に
対
し
て
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

会
員
相
互
の
友
好
と
母
校
と
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
と
し
て
、
皆
様
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
会
報
作
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
表
紙
の
写
真
は
、
去
る
三
月
十
九
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
、
生
徒
達
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
語

学
研
修
に
参
加
し
た
時
の
も
の
で
す
。
参
加
し
た
16
名

に
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

編 集 後 記

平成22年度同窓会総会＆平成23年度同窓会総会のお知らせ平成22年度同窓会総会＆平成23年度同窓会総会のお知らせ

平
成
22
年
８
月
８
日
（
日
）、

伊
勢
観
光
文
化
会
館
に
お
い
て

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
先
立
っ
て
恒
例
の

記
念
講
演
が
井
村
郁
子
さ
ん

（
山
高
11
期
）
を
講
師
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
数
多
く
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

「
ミ
ニ
姫
路
城
」
製
作
に
関
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
放
映
さ

れ
た
テ
レ
ビ
番
組
や
質
問
タ
イ

ム
な
ど
を
交
え
な
が
ら
の
優
し

さ
あ
ふ
れ
る
語
り
口
調
で
し

た
。
私
達
が
知
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
、
製
作
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
多
く
の
苦
労
な
ど
に

も
強
い
夫
婦
の
絆
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
池
田
六
太
郎
会
長

（
山
高
19
期
）
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
新
役
員
の
承
認
な
ど
議
事

は
全
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承

認
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。懇

親
会
に
お
い
て
は
、
小
山

喜
雄
先
生
の
指
揮
に
よ
る
恒
例

の
プ
ラ
チ
ナ
合
唱
団
の
歌
、
参

加
者
最
高
齢
の
中
西
衛
三
氏

（
山
中
36
期
）
に
よ
る
乾
杯
の

御
発
声
に
よ
り
懇
談
と
な
り
ま

し
た
。

恒
例
の
第
11
回
文
化
部
発
表
会
（
第
46
回
音
楽
発

表
会
）
が
平
成
24
年
３
月
25
日
（
日
）
に
伊
勢
市
観

光
文
化
会
館
に
お
い
て
催
さ
れ
ま
す
。
合
唱
、
写
真

な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
文
化
部
が
一
堂
に
会
し
て
の
発

表
会
で
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
是
非
と
も
ご
来
場

下
さ
い
。

展　

示　

開
場 

11
：
30
〜　

終
了 

14
：
30

演
奏
会　

開
場 

11
：
30
〜　

開
演 

12
：
30
〜

参
加
ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
・
放
送
部
・
写
真
部
・
美
術

部
・
書
道
部
・
茶
道
部
・
華
道
部
・
文
芸
部
・
漫
画

研
究
部
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

日　　時　　平成23年８月14日（日）ＡＭ10：00 受付
会　　場　　伊勢観光文化会館（近鉄宇治山田駅前）
記念講演　　10：30 〜 11：30
演　　　題　「伝えたい咢堂の心

－尾崎咢堂の生涯とその功績－」
講　　　師　土　井　孝　子（山高 12 期）

総　　会　　11：35 〜 12：00
懇 親 会　　12：15 〜 15：00

※平成23年度の招待期は山高12期・山高61期です。招待
期の方々には、今夏に招待ハガキを発送します。招
待期以外の皆さんも是非ご参加下さい。（なお、招待期
以外の方の懇親会費は3,000円となっております。）

平成23年度同窓会総会のお知らせ
講
師
略
歴

昭和35年　宇治山田高校卒業（山高12期）
昭和37年　池坊学園短期大学卒業
現　　在　華道教授
　　　　　NPO法人咢堂香風名誉顧問

22年度
総会の様子

最
後
に
山
中
、
山
女
、
山
高

そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
を
声
高
ら
か

に
歌
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

山
高
文
化
部
発
表
会
の
お
知
ら
せ

〒
５
１
６
ー
０
０
６
２　

三
重
県
伊
勢
市
浦
口
３
丁
目
13
ー
１

宇
治
山
田
高
等
学
校
同
窓
会


